
〔図2〕 注目したい
『海洋における「危機管理投資」』と『宇宙における「成長投資」』

海洋における「危機管理投資」
• 2019年以降激化している米中貿易戦争に伴い、中国はレアアースを

「重要な戦略資源」と宣言し、レアアース禁輸を示唆しており、アメ
リカをはじめとした先進諸国は、レアアースを筆頭とする重要資源の
サプライチェーンの強靱化に取り組んでいます。その様な背景の中で、
国は、2022年12月に、「サプライチェーン強靭化」法制の一環として、
国内における原料調達・生産を強化する「特定重要物資」に11物資を
指定しました。（抗菌性物質製剤、肥料、永久磁石、工作機械・産業
用ロボット、航空機の部品、半導体、蓄電池、クラウドプログラム、
天然ガス、重要鉱物、船舶の部品の11物資です。）その後、2024年1
月には、「先端電子部品」が追加指定され12物資に。また、重要鉱物
の（レアメタル、レアアース）に（ウラン）が追加指定されました。

• 著者は、資源安全保障の観点から、国際情勢や地政学リスクに左右さ
れない「国産資源開発」の積極的な投資が必要と主張し、S I P(戦略
的イノベーション創造プログラム)で取り組んできた南鳥島海域のレ
アアース泥の、探査・採鉱・ 揚泥・製錬まで一連で行うシステム技
術の開発を急ぎ、また、日本のEEZにおける海底熱水鉱床、コバルト
リッチクラスト、マンガン団塊について、採鉱・揚鉱、選鉱・製錬、
等の取組を推進すべしと主張します。

宇宙における「成長投資」
• 著者は、日本に強みがある多くの技術の社会実装とともに、勝ち筋

となる産業分野につき国際競争力強化と、人材育成に資する国の戦
略的支援の構築を主張します。

• 対象とする産業分野は、全固体蓄電池、産業用機械・ロボット、積
層造形技術、マテリアル、電磁波、電子顕微鏡、核磁気共鳴装置、
超電導、宇宙(スペースデブリ除去・軌道上サービス・測位衛星・
SAR衛星・ロケット等)、コンテンツ関連を含むクリエイティブ産業
などとし、この分野における更なる国際競争力強化と人材育成に資
する、国の戦略的支援すなわち「成長投資」の強化をすべしと主張
します。

 Ｐ２～Ｐ５において、南鳥島海域のレアアース泥の、探
査・採鉱・ 揚泥・製錬まで一連で行うシステム技術の開発
と、日本のEEZにおける海底熱水性硫化物鉱床、コバルト
リッチクラスト、マンガンノジュールについての、採鉱・
揚鉱、選鉱・製錬の、「危機管理投資」を見てみましょう。

 Ｐ６において、SAR衛星への「成長投資」を見てみま
しょう。
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株式会社Synspectiveの小型SAR衛星「StriX-3」
SPACE CONNECTより引用



『海洋における「危機管理投資」』で注目したい２つのプロジェクト

「南鳥島海域のレアアース泥」＆「日本のEEZにおける、海底熱水性硫化物鉱床、
コバルトリッチクラスト、マンガンノジュール」

南鳥島
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「南鳥島海域のレアアース泥」開発（P３)
 レアアースはテレビやデジカメ、携帯電話、パソコン、

ハイブリッド/電気自動車など、私たちの日常生活に欠
かせない様々なハイテク製品に使われています。例えば、
ネオジムやジスプロシウムを使った小型かつ強力なレア
アース磁石によって、電気自動車のモーターが作られま
す。その他、LEDや燃料電池のほか、インフルエンザ治
療薬やMRI造影剤などの医療分野、さらには航空宇宙産
業や安全保障分野にもレアアースは重要な役割を果たし
ています。（P４「主なレアアース製品群」参照）

 南鳥島レアアースの埋蔵量は、日本の年間需要の３百年
分以上に及ぶことが分り、探査・採鉱・ 揚泥・製錬ま
での一連のシステム技術の開発が、国家プロジェクトと
して、進められています。（東大 加藤教授資料より）

「日本のEEZにおける、海底熱水性硫化物鉱床、
コバルトリッチクラスト、

マンガンノジュール」開発（P５)
 南鳥島のレアアース泥の探査・採鉱・ 揚泥・製錬まで

一連で行うシステム技術の開発が確立されることで、日
本のEEZ全域での「海底鉱物資源」の探査・採鉱・ 揚
泥・製錬の体制が進み、重要資源のサプライチェーンの
強靱化が進められます。
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【用語解説】
□水中バックホウ；水中・空圧ショベル □スラリー；泥状混合物

□レアアースFPSO；浮体式海洋レアアース生産貯蔵積出設備船 (Floating 
Production, Storage and Offloading system: FPSO)。

□リーチング；浸出（液体に浸して染み出させる）。

□AUV；Autonomous Underwater Vehicleコンピューターと動力源（バッテリー）
が内蔵されており、ケーブルを必要とせずに自律航行や自律制御を行う機体。

□ROV；Remotely Operated Vehicle母船とケーブルで接続して遠隔操作する機体。

□SBP；サブボトムプロファイラー、音響による海底表層地層探査機。
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「南鳥島海域のレアアース泥」
開発の概要

 南鳥島の南方約2500平方キロメートルの範囲には1600万
トン以上のレアアースが埋蔵されています。

 レアアースの埋蔵量世界ランキングは次のとおりです。1
位 中国（4400万トン）、2位 ベトナム（2200万トン）、
3位 ブラジル（2200万トン）、4位 ロシア（1200万ト
ン）、5位 インド（700万トン）です。

探査・採鉱・ 揚泥・製錬までの
一連のシステム技術とは

① 探査；ROVやAUVを投入し、音響測深機（SBP)により海底
下浅部地層構造データを取得し、レアアース泥の存在場
所を特定。

② 採鉱・楊泥；水中バックホウにより採泥し、そのスラ
リーを、FPSOから水深約６千メートルの海底まで伸びた
揚泥管（エアリフト）に挿入し、次に揚泥管のパイプに
圧縮空気を送り込んで泥水に空気を混ぜ、浮力を利用し
て引き揚げます（楊泥）。揚泥されたレアアース泥から､
希塩酸を用いてレアアースをリーチング（浸出）します。

③ 運搬船による輸送＆分級・分離・精製・製錬；
リーチング溶液を南鳥島の工場へ輸送し、工場において、
レアアース溶液を分級・分離・精製・製錬します。

④ ③でレアアースの製品化は完了です。製錬されたレア
アースは、本土の各メーカーの工場に送られ、電解・還
元を経て合金化されレアアース磁石などが製造されます。

⑤ 上記の一連のシステム技術の社会実装は、2028年以降の
見込みです。なお、本採掘は、陸上での採掘と違い、放
射性物質のトリウムが無い点は、重要なポイントです。
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 レアアース（希土類）とは、レアメタルの仲間で、以下の１７元素。
 スカンジウム（Sc）、イットリウム（Y）、ランタン（La）、

セリウム（Ce）、プラセオジム（Pr）、ネオジム（Nd）、
プロメチウム（Pm）、サマリウム（Sm）、ユウロビウム（Eu）、
ガドリニウム（Gd）、テルビウム（Tb）、ジスプロシウム（Dy）、
ホルミウム（Ho）、エルビウム（Er）、ツリウム（Tm）、
イッテルビウム（Yb）、ルテチウム（Lu）

【参考】レアアースの種類とレアアース製品群

 「産業のビタミン」と呼ばれるレアアース１７種の中でも、
特に重要な重レアアースであるジスプロシウム（Dy)、テル
ビウム（Tb）、ユウロピウム（Eu)、イットリウム（Y)に、
軽レアアースのネオジム（Nd)を加えた５元素が、南鳥島沖
のレアアース泥に、高濃度に含有しています。

 開発の障害になる放射性物質のトリウムが、陸上で採掘さ
れるレアアースとは異なり、ほとんど含まれておらず、環
境汚染の問題がないことも重要なポイントです。
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 また，ランタン（La)からサマリウム（Sm)までの6元
素を軽レアアース、ユウロピウム（Eu)からルテチウ
ム（Lu)までの9元素にイットリウム（Y)を加えた10元
素を重レアアースと呼びます。特に、重レアアースは
産業上の重要性が高い元素群です。また、最近はスカ
ンジウム（Sc)の重要性も広く認知されつつあります。



日本のEEZ（排他的経済水域）の面積は世界６位。
今後の、海底熱水性硫化物鉱床、コバルトリッチクラスト、

マンガンノジュールの開発が期待される。

海上保安庁H・Pより引用

南鳥島

【注】排他的経済水域（EEZ）における主権的権利と管轄権（海上保安庁）
排他的経済水域（EEZ）は、領海の基線からその外側200海里（約370km）の線までの海域（領
海を除く。）並びにその海底及びその下です。排他的経済水域においては、以下の権利、管
轄権等が認められています。
１．天然資源の探査、開発、保存及び管理等のための主権的権利
２．人工島、施設及び構築物の設置及び利用に関する管轄権
３．海洋の科学的調査に関する管轄権
４．海洋環境の保護及び保全に関する管轄権

よ
り
引
用

 日本のEEZの面積は世界第６位です（下表参照）。現在推進中の南鳥島における、
レアアースの探査・採鉱・揚泥・製錬の一連のシステム技術が確立され、日本の
EEZ全域に拡大されることで、「重要鉱物」の国内調達が一層と進み、サプライ
チェーンの強靭化と経済安全保障が確保されます。

 一連の開発技術による先進的製品は、海外に輸出され、経済活性化に繋がります。

尖閣諸島
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宇宙における「成長投資」
-情報収集衛星SAR衛星の情報をAIで活用-

より引用 〔P6〕

SAR衛星の画像データをAI分析で何が出来るか
 「SAR（合成開口レーダー、Synthetic Aperture Radar）衛星」は、電磁

波（マイクロ波）を地表に向けて照射し、はね返ってきた電磁波を受
信・解析することで、地表の状態を映像化します。

• 24時間365日天候に関係なく観測でき、定点観測により微細な変化を観
測できる点が特徴です。

• 対象物を、AIの解析による「変化の自動検出」によって可視化すること
ができます。また、解析した情報と、GDPなどの経済指標との相関を示唆
することができるのも特徴といえるでしょう。

• 分析機能としては、①対象物と類似したものを探し出すことができる
「類似検索機能」、②対象物を検出して数量を測定できる「検出＆検知
機能」、③過去に撮影された衛星写真と現在の比較を行うことができる
「時系列変化抽出機能」などがあります。以下具体的な利用事例を、機
能別に、見てみましょう。

① 類似検索機能
 石油タンク監視による備蓄状況（石油の量により上下する蓋の高さを観

測し、世界のエリア毎の備蓄状況を把握します。）
② 検出・検知機能
 同一地域の、農作物育成状況のモニタリング（農作物の葉の反射状況か

ら育成状況を把握し、収穫の時期を決定。）
③ 時系列変化抽出機能（時期を変えて撮影したデータを比較）
 森林伐採監視、地盤沈下状況把握、水道管損傷状況把握など。
 又、複数の「SAR衛星」を把ねて一つのシステムとして統合的に運用する

「衛星コンステレーション（Constellation：星座）」が注目されていま
す。（ウクライナのロシア軍の動きを把握する等の例があります。）

 これから、宇宙産業の市場拡大による「強い経済」実現に期待です。
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